
家庭菜園により地域の味を知る

敷地を中心に直径 800m圏内に５８軒の家庭菜園を

している家があり、多くの緑と野菜が点在している

特徴がある。その特徴を活かし、そも野菜をこども

カフェに家庭菜園で採れた野菜をこどもカフェに提

供してもらうと、提供人にカフェの食事券をお返し

とし差し上げる。これにより、提供とカフェ利用を

繰り返すサイクルが出来、この屯所を利用機会が増

え、また、近所の人の野菜の味を知ることができ、

味覚で地域を知ることができる。

50 150 200 250 300 3500

土間
植栽

全面道路

1 3 5 ｍ

敷地面積

1571.8 ㎡ 352 ㎡ 278 ㎡ 22％ 18％

建築面積 延床面積 建蔽率 容積率

N

各団の会議 全体会議

三原に灯をおこす屯所
防災について考えてみる。例えば、隣に住むおばぁちゃんに挨拶を交わすことや、毎日散歩しているおじぃさん見かけることのように町の小さな日常

の中で発生するささやかな出会いやちょっとした気付きが、町の人々のつながりや交流を通して人を知ることが出来、それが地域全体で街をまもる最

大の防災につながるのではないだろうか。このことから、まちを通して人を知り、三原に灯を起こす、地域の活動拠点としての新たな屯所を提案する。

2. 地域の人同士の繋がりをつくること …地域の人同士の関係づくりがこれからの防災のあり方

　であり、愛される地域をつくることに繋がる。

1. 屯所での活動を知ってもらうこと …屯所が日頃から地域の人が利用されることで消防団と

　の接点になったり、活動に触れることに繋がる。

設計におけるテーマ

やってみたいの実践場 -地域と繋がる循環スキーム - コスト・環境・空間 -ソフトを支える建築 -

片流れ屋根により、上下の風を通し、日光をうまく

取り入れることができる。屋根勾配の変化というシ

ンプルな手法で空間に抑揚が出るよう工夫した。

計画地に面する全面道路は、学生の通学路や犬の

散歩道など、地域の人の動きがよくみられた。そ

こで道路に対して広く接し開く、地域との接点を

つくる建築形態を試みた。

木造とすることで、基礎の軽量化に繋がりコストを

削減することができる。また、基礎と床を兼ねるこ

とで撥水性が良く掃除がしやすいため屯所を清潔に

保ちやすく計画した。

車庫と待機室を分棟型とすることで歩車分離を行い、

道路側に豊かな環境が展開できた。また、消防車を利

用する際、駐車場からのアクセスが多いと伺ったため、

待機室と駐車場の双方から入りやすい計画とした。

105 × 105mm と 105 × 210mm によって構成さ

れている。また、片流れというシンプルかつ合理

的な構造とすることで工期を短縮することができ、

施工費の削減に繋がると考えた。

待機室を他の団の部屋と連続する構成にすることで会

議をするスペースを広く確保できることから面積を縮小

した。代わりに中央に通り抜けできる土間を設けたり、

屋根の軒をのばし空間を拡張している。また、引き戸を

開け放つと全面道路と一体となり床面積以上の空間の

広がりを感じることができる。

地域の特性を活かす -みんなの趣味の共有から始まるネットワーク -

つくりながら考える　-みんなでつくる屯所 -
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自治体や近くの小学生、中学生などの地域の人を交えた、ワークショップ等を実施しそれを通して屯所の使い方を想像し、自分達の屯所のスター

トに関わることで、地域に愛され、根ざした場所となる。また、このワークショップによって消防屯所と地域の人との繋がりのスタートとにもなる。

種まき、苗植え 壁ぬり 雨水受けの石 家具づくり

〇〇教室を経営している人は、

みんなに知ってもうらう機会

を作ったり、これからお店を

開きたい人のスタートアップ

の場になったりする。

子ども会の打ち上げに利用さ

れたり、お祭りやイベントの

会場になったりする。地域の

ハレの日をつくり、展開する。

利用者 地域の人

こども・  学生

三原市の資本

営利

非営利

灯をおこす屯所

借りる

維持管理費 企画・イベント費

貸す

無料で貸す

やってみたいを実践

皆で考えた新しい祭りやイベントが開催され、

街へ賑わいとして還元していく。

形の悪い野菜や、

加工によってで

きた端材を支援

としていただく。

企画が通ると補助金が出るなど

子どもが育つ街へ

お手伝いチケット

や子ども cafe の食

事券をプレゼント

する。

利用する

農家さん 大工さん

既成の寸法の材料

[脱炭素社会へ・工事費の低減 ]

[ 待機室の小型化と半外部の最大化 ]

木造と基礎

歩行者

車庫

待機室

消防車・車

[効率的な維持管理・ライフサイクルコスト ]

[ 分棟型の配置計画 ]

最小限の操作で豊かな空間を

25mの移り変わり

[自然換気・昼光利用・変化のある空間 ]

[ 全面道路に面した計画地を活かす ]

シンプルな構造

。 消防訓練と地域の人の日常が混ざる

祭りのようなハレの日が地域の人の企画によって開催される
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